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博 士 論 文 概 要  

中 国 に お け る 葬 礼 の 地 域 差 と 歴 史 的 変 化  

－ 伝 統 の 継 承 と 変 容 －  

 

Ⅰ .博 士 論 文 の 構 成  

博 士 論 文 「 中 国 に お け る 葬 礼 の 地 域 差 と 歴 史 的 変 化 － 伝 統 の 継 承

と 変 容 － 」 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

第 一 章  序 論   

 1 .目 的 と 手 法   

 2 .章 立 て と 使 用 テ キ ス ト   

 3 .地 方 志 の 資 料 的 特 徴    

 4 .表 記 に つ い て    

第 二 章  文 献 か ら み る 中 国 の 葬 礼 － 古 礼 か ら 伝 統 葬 礼 ま で  

 1 .『 儀 禮 』 に お け る 葬 礼  

 2 .朱 熹 『 家 禮 』  

 3 .『 家 禮 』 に お け る 葬 礼  

 4 .邱 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』  

 5 .地 方 志 (旧 志 )に み る 『 家 禮 』、『 文 公 家 禮 儀 節 』 の 影 響  

 6 .当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 伝 統 葬 礼  

  6 . 1 .死 亡 当 日 （ 一 日 目 ）  

  6 . 2 .第 二 日 目 以 後  

  6 . 3 .出 棺 前 日  

  6 . 4 .出 棺 、 埋 葬  

  6 . 5 .埋 葬 後  

 7 .小 結  

第 三 章  死 者 の 清 め と 更 衣 に 関 わ る 習 俗 の 変 容  

 1 .「 穿 壽 衣 」・「 買 水 」・「 淨 面 」  

  1 . 1 .「 穿 壽 衣 」  

  1 . 2 .「 買 水 」  

  1 . 3 .「 淨 面 」  



  1 . 4 .「 穿 壽 衣 」、「 買 水 」、「 淨 面 」 民 俗 地 図 か ら の 考 察  

 2 .「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」  

  2 . 1 .「 沐 浴 」 の 形 態  

  2 . 2 .「 沐 浴 」 の 変 化  

  2 . 3 .「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」： 民 俗 地 図 に よ る 考 察  

第 四 章  「 招 魂 」・「 報 廟 」 習 俗 の 変 容  

 1 .「 報 廟 」  

 2 .「 報 廟 」 の 行 き 先  

 3 .「 復 」 と 「 招 魂 」  

 4 .廟 で 行 わ れ る 「 招 魂 」  

 5 .近 世 華 北 に お け る 「 招 魂 」 の 変 容 と 「 報 廟 」 の 起 源  

 6 .小 結  

第 五 章  現 代 中 国 に お け る 葬 礼 習 俗 の 変 容 と 伝 統 継 承 の 担 い 手  

 1 .当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 江 蘇 省 北 部 地 域 の 伝 統 葬 礼  

 2 .江 蘇 省 北 部 地 域 に お け る 殯 葬 改 革  

 3 .江 蘇 省 北 部 地 域 に お け る 葬 礼 の 現 状  

  3 . 1 .死 亡 前 、「 穿 壽 衣 」  

  3 . 2 .葬 礼 準 備  

  3 . 3 .「 報 喪 」  

  3 . 4 .「 報 廟 」  

  3 . 5 .火 葬  

  3 . 6 .入 棺  

  3 . 7 .「 開 弔 」、「 辭 靈 」  

  3 . 8 .「 送 盤 纏 」  

  3 . 9 .出 棺 、 埋 葬  

 4 .伝 統 葬 礼 の 伝 承 と そ の 担 い 手  

 5 .小 結  

第 六 章  結 論  

参 考 文 献 一 覧  

文 献 調 査 用 当 代 地 方 志 一 覧  



Ⅱ .概 要  

漢 民 族 の 葬 礼 は 、『儀 禮 』、『禮 記 』に 定 め ら れ た 先 秦 の 古 礼 を 規 範

と し な が ら 、近 世 に 至 る と そ れ を 簡 略 化 し た 朱 熹『 家 禮 』が 普 及 し 、

二 十 世 紀 前 半 ま で は そ れ が 士 大 夫 の 順 守 す べ き 葬 礼 の あ り 方 と さ れ

て き た 。 一 方 、 近 世 の 民 間 で は 、 そ の よ う な 規 範 か ら 変 容 或 い は 逸

脱 す る よ う な 習 俗 が 広 が り を み せ た 。 各 地 域 で 発 展 し た 儀 礼 、 習 俗

は 一 般 に 「 地 域 に よ り 異 な る 」 と さ れ る の み で 、 具 体 的 な 地 域 差 及

び 歴 史 的 変 化 の 様 相 は 明 ら か で は な い 。現 在 、中 華 人 民 共 和 国 で は 、

「 殯 葬 改 革 」 (火 葬 の 推 進 、 墓 地 改 革 等 )が 進 め ら れ 、 一 般 に 伝 統 的

な 葬 礼 習 俗 は 衰 退 し た と さ れ る 。 本 論 文 で は 、 殯 葬 改 革 の 影 響 を 受

け る 以 前 、即 ち 清 末 か ら 民 国 期 に 民 間 で 行 わ れ て い た 葬 礼 習 俗 を「 伝

統 葬 礼 」 と 呼 び 、 そ の 地 域 差 を 明 ら か に し な が ら 、 歴 史 的 変 化 を 考

察 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 第 一 章 で は 、 ま ず 、 中 国 人 の 霊 魂 観 と そ れ を 反 映 し た 葬 礼 の 意 義

に つ い て 述 べ た 。 次 に 、 研 究 の 目 的 を 述 べ 、 使 用 テ キ ス ト 、 資 料 を

挙 げ た 。 本 研 究 で は 地 域 差 を 明 ら か に す る た め に 民 俗 地 図 を 作 成 し

た 。 地 図 作 成 の た め の 基 礎 資 料 と し て は 中 華 人 民 共 和 国 で 編 纂 ・ 出

版 さ れ た 当 代 地 方 志 (新 志 )を 使 用 し た 。  

第 二 章 で は 、ま ず 、『 儀 禮 』、『 家 禮 』に 定 め ら れ た 儀 礼 の 体 系 を 図

式 化 し て 整 理 し た 。 次 に 、 清 代 、 民 国 期 の 地 方 志 (旧 志 )の 記 述 を 検

証 し 、 近 世 に お い て は 、 当 時 、 規 範 と さ れ た 『 家 禮 』 に 一 律 に 依 っ

て い た の で は な く 、 儀 式 形 態 の 変 化 や 、 規 範 か ら 逸 脱 し た 習 俗 が 現

わ れ て い た こ と を 指 摘 し た 。 さ ら に 、 当 代 地 方 志 が 反 映 す る 伝 統 葬

礼 の 体 系 を 図 式 化 し 、『家 禮 』か ら 継 承 さ れ た と み ら れ る 儀 礼 習 俗 が

維 持 さ れ る 一 方 、 規 範 か ら 変 容 、 逸 脱 し た 習 俗 が 存 在 す る こ と を 指

摘 し た 。  

第 三 章 、 第 四 章 で は 、 古 礼 や 『 家 禮 』 の 規 範 か ら は ず れ た 葬 礼 習

俗 に つ い て 、 そ の 形 成 と 変 化 の 過 程 を 探 っ た 。  

研 究 手 法 は W・ A・グ ロ ー タ ー ス 神 父 の 提 唱 に な る「 民 俗 地 理 学 」

( f o l k l o r e  g e o g r a p h y )に 倣 っ た 。「民 俗 地 理 学 」は 方 言 地 理 学 と 同 様 に 、



地 理 的 分 布 (空 間 的 変 異 )が 歴 史 を 反 映 す る と い う 考 え に 基 づ い て い

る 。 本 来 、 民 俗 地 理 学 に は 現 地 調 査 に よ る デ ー タ が 必 要 で あ る 。 し

か し 、 こ れ ま で の と こ ろ 漢 民 族 の 葬 礼 に 関 す る 体 系 的 な 調 査 は 行 わ

れ て き て い な い 。 そ こ で 、 本 論 文 で は 次 善 の 策 と し て 当 代 地 方 志 を

基 礎 資 料 と し 、 そ の 中 の 「 建 国 以 前 に 行 わ れ て い た 伝 統 的 葬 礼 」 と

さ れ る 情 報 を 地 図 化 し た 。 ま た 、 習 俗 の 形 成 や 変 化 の 過 程 を 推 定 す

る た め 、 民 国 期 以 前 に 刊 行 さ れ た 旧 志 、 筆 記 小 説 、 白 話 戯 曲 等 の 文

献 を 参 照 資 料 と し た 。  

第 三 章 で は 、 死 装 束 へ の 更 衣 で あ る 「 穿 壽 衣 」 と 遺 体 の 清 め に 関

わ る 「 買 水 」、「 淨 面 」、「 沐 浴 」 を 取 り 上 げ た 。 そ れ ぞ れ の 習 俗 に つ

い て 、 形 態 の 類 型 化 に 基 づ く 民 俗 地 図 を 作 成 し 、 各 類 型 の 地 理 的 分

布 を 示 し た 。 そ れ に よ り 北 方 、 南 方 そ れ ぞ れ に 異 な る 類 型 が 現 れ 、

南 北 対 立 の 様 相 を 呈 す る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 文 献 記 述 を 参

照 し な が ら 、北 方 で は「 沐 浴 」が 衰 退 し 、「 淨 面 」が そ の 代 替 と な っ

た 可 能 性 が あ る こ と 等 、 個 々 の 習 俗 が 関 連 し つ つ 変 化 し た 過 程 を 推

定 し た 。  

第 四 章 で は 、「 招 魂 」 と 「 報 廟 」 を 取 り 上 げ た 。「 招 魂 」 は 死 者 の

魂 を 呼 び 戻 す 儀 式 で 、古 礼 や『 家 禮 』で は「 復 」と 称 さ れ る 。「報 廟 」

は 廟 神 に 死 者 の 魂 の 到 着 を 知 ら せ る 儀 式 で 、 近 世 の 華 北 で 広 ま っ た

と さ れ る 習 俗 で あ る 。 従 来 、 両 者 は 関 連 付 け て 論 じ ら れ る こ と が な

か っ た が 、 本 研 究 は 儀 式 の 類 型 化 と 民 俗 地 図 に よ っ て 、 近 世 華 北 に

お い て 、「 招 魂 」 が 「 報 廟 」 に 取 り 込 ま れ る こ と で 変 容 し 、「 報 廟 」

の 起 源 と な っ た と す る 新 た な 仮 説 を 提 出 し た 。  

第 五 章 で は 、 江 蘇 省 北 部 地 域 に お け る 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を 事 例

研 究 と し て 報 告 し た 。 ま ず 、 当 代 地 方 志 に 反 映 さ れ た 調 査 地 域 の 伝

統 葬 礼 を 図 式 化 し て 整 理 し た 。 次 に 、 聞 き 取 り 調 査 に よ る 葬 礼 の 現

状 を 報 告 し た 。 調 査 地 域 で は 、 殯 葬 改 革 に よ り 葬 礼 に 火 葬 が 組 み 込

ま れ た 結 果 、儀 式 形 態 や 手 順 に は 変 化 が 生 じ て い る が 、「大 老 執 」と

呼 ば れ る 人 々 に よ っ て 伝 統 葬 礼 は 今 も な お 継 承 さ れ て い る こ と を 述

べ た 。  



第 六 章 で は 、 各 章 の ま と め を し た 後 、 今 後 の 課 題 と 本 研 究 の 展 望

を 述 べ た 。 中 国 に お け る 葬 礼 研 究 に は 、 従 来 、 地 域 差 が 歴 史 的 変 化

を 反 映 す る と い う 観 点 が な か っ た 。 本 論 文 は 、 葬 儀 を 構 成 す る 各 種

儀 礼 の 形 態 を 類 型 化 ・ 地 図 化 し 、 文 献 資 料 を 併 せ 参 照 す る こ と に よ

っ て 、葬 礼 の 歴 史 的 変 化 を 体 系 的 に 論 じ た 。地 図 に 現 れ る 南 北 差 は 、

一 方 が 規 範 の 継 承 、 他 方 が 逸 脱 ま た は 変 容 で あ る 場 合 が 多 い 。 中 国

に お け る 葬 礼 の 歴 史 的 変 化 に は 、 常 に こ の 二 つ の 側 面 が 存 在 し た と

考 え ら れ る 。  

 


